
大阪市有料老人ホーム立入検査実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、平成１４年７月１８日付け老発第０７１８００３号厚生労働省老健局長通

知「有料老人ホームの設置運営標準指導指針について」の２の（４）の規定に基づき、市内の

有料老人ホーム（以下「施設」という。）に対する立入検査の実施及び立入検査を行う職員（

以下「検査員」という。）の適正かつ効果的な職務の遂行に必要な事項を定める。 

 

（実施方法） 

第２条 立入検査は、市長の指示を受けて行う。 

２ 立入検査は、年度毎に定める実施計画により実施するほか、必要に応じて随時実施する。 

３ 立入検査は、原則として検査員２名で行う。 

 

（対象施設、検査項目及びその他必要な事項） 

第３条 立入検査の対象施設、検査項目及びその他必要な事項は、実施計画において定める。 

 

（留意事項） 

第４条 検査員は、施設への立入検査を実施するに際し、次に掲げる事項に留意しなければなら

ない。 

一 あらかじめ立入検査の趣旨を施設関係者に説明し、理解と協力が得られるよう努める。た

だし、緊急を要する場合は、この限りでない。 

二 施設関係者の通常業務を妨げないよう努める。 

三 服装、態度及び言葉づかいには特に注意し、施設関係者及び施設利用者に不信感や不快感

を与えないよう努める。 

 

（報告及び通知） 

第５条 検査員は、立入検査を実施したときは、その結果を速やかに市長に報告する。また、そ

の結果を施設に通知する。 

 

 

附則 この要綱は、平成２４年９月１１日から施行する。 


